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NA

5%
������������
������������
������������
������������

治療
中
21%

������������
������������
������������
不安
28%

������������
������������
������������
健康
46%

03年度 12人
04年度 14人
05年度 14人
06年度 20人

　企業名 過去の人数 ０６年の人数 06年従業員数 06年比率

N E C 03年　83人 164人 23,528 0.7%

日 立 04年　190人 252人 41,157 0.6%

沖 電 気 02年　22人 70人 5,496 1.3%

〇
六
年
度
の
労
災
認
定

過
労
自
殺
五
七
％
増

過
去
最
多
六
六
人

「
過
重
労
働
、
長
時
間
労
働
が
原

因
」
と
厚
生
労
働
省
も
認
め
る
過

労
自
殺
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
交

通
事
故
者
は
減
少
し
て
〇
六
年
は

六
千
余
人
で
す
が
、
自
殺
者
は
九

年
連
続
で
三
万
人
を
超
え
て
い
ま

す
（
警
察
庁
発
表
）
。
そ
の
う
ち

「
仕
事
が
原
因
」
が
八
・
四
％
増

加
の
千
九
百
人
。
厳
し
い
認
定
基

準
で
労
災
認
定
さ
れ
た
人
が
六
六

人
と
異
常
事
態
で
す
。

過
労
に
よ
っ
て
脳
出
血
・
心
筋

梗
塞
な
ど
の
脳
・
心
臓
疾
患
に
な

り
、
労
災
認
定
さ
れ
た
人
も
三
五

五
人
で
過
去
最
多
。
精
神
障
害
の

労
災
申
請
は
八
一
九
人
で
二
五
％

増
え
、
認
定
は
二
〇
五
人
で
六
一

％
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

景
気
回
復
し
て
も
、

働
か
せ
方
改
善
さ
れ
ず

日
本
の
三
十
代
の
男
性
労
働

者
の
二
三
・
四
％
が
週
六
〇
時

間
以
上
働
い
て
い
ま
す
。
（
総

務
省
の
労
働
力
調
査
）
月
に
す

れ
ば
残
業
時
間
だ
け
で
八
〇
時

間
を
超
え
、
過
労
死
の
危
険
性

が
指
摘
さ
れ
る
過
労
死
ラ
イ
ン

を
超
え
て
働
い
て
い
る
の
で
す
。

●
過
労
死
ラ
イ
ン
と
は

死
亡
の
原
因
が
過
重
・
長
時

間
労
働
と
す
る
認
定
の
基
準
。

一
ヵ
月
百
時
間
を
越
え
る
か
、

二
ヵ
月
な
い
し
六
ヵ
月
の
い
ず

れ
か
の
月
の
平
均
残
業
時
間
が

八
〇
時
間
を
こ
え
る
場
合
、
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

★
一
週
間
の
労
働
時
間
が

50
時
間
以
上
の
労
働
者
の
割
合

★
沖
電
気
の
数
字
を
紹
介
し
ま
す

右
は
Ｏ
Ａ
Ｋ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
。

〇
六
年
度

労
働
災
害
が
増
加

ー
東
京
都
労
働
局
ー

派
遣
労
働
者
は
五
割
急
増

仕
事
の
不
慣
れ
が
原
因
で
死

傷
災
害
（
死
亡
を
含
む
四
日
以

上
の
労
災
）
が
、
東
京
で
は
前

年
か
ら
約
二
％
増
加
し
て
一
万

人
を
超
え
ま
し
た
。
特
に
、
労

働
者
派
遣
法
の
改
正
で
製
造
業

な
ど
へ
の
派
遣
が
解
禁
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
派
遣
労
働
者
の

労
災
が
急
増
。
「
正
規
社
員
と

比
べ
て
安
全
教
育
が
お
ろ
そ
か

に
な
っ
て
い
る
」
と
労
働
局
は

発
表
し
て
い
ま
す
。

失
業
率
が
九
年
ぶ
り
に
三
％
台
に

回
復
し
た
と
総
務
省
が
発
表
し
て

い
ま
す
が
、
雇
用
者
全
体
の
三
三
・

七
％
ま
で
増
加
し
た
非
正
規
社
員

の
労
働
条
件
の
改
善
が
急
務
で
す
。

★

☆
相
談
窓
口
☆
★

◎
過
労
死
110
番

〇
三
ー
三
八
一
三
ー
六
九
九
八

◎
働
く
も
の
の
命
と
健
康
を
守
る

東
京
セ
ン
タ
ー

〇
三
ー
五
九
七
六
ー
三
九
四
一

調
査
・
報
道
・
職
場
の
声

★
会
社
員
酷
使
で
二
十
代
に
疲
労

が
蓄
積
（
連
合
総
合
研
究
所
）

★
精
神
障
害
の
人
は
九
十
二
万
人

長
時
間
労
働
や
ノ
ル
マ
に
よ
る
心

身
の
破
壊
を
食
い
止
め
る
に
は
職

場
の
改
善
が
必
要
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）

★
定
期
健
康
診
断
に
お
け
る
有
所

見
率
の
急
増
＝
九
〇
年
と
比
較
し

て
〇
五
年
は
倍
化
の
四
八
・
六
％

（
厚
生
労
働
省
）

★
二
十
代
・
三
十
代
の
約
四
割
が

「
自
分
は
不
健
康
」
と
答
え
る

（
電
機
懇
談
会
ア
ン
ケ
ー
ト
）

沖 電 気 の 職 場 を 明 る く す る 会 ２００７年 ６月 第２２４号

東京都港区三田３－２－２０ TEL 03-3455-6006

http://oak47.hp.infoseek.co.jp/

深

刻

化

す

る

健

康

破

壊

問

題

急増する電機職場の長期療養者

沖電気は１％を超える異常事態

「「「「「「「「「「「「
沖
電
気
の
職
場
を

明
る
く
す
る
会
」
と
ははははは

沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖
電
気
と
そ
の
関
連
会
社
で
働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働

おおくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
人
々
が
「
安
心
し
て
人
間
ららららららららららららららららら

しししししししししししししししししししし
く
働
け
る
職
場
」
を
願
っ
てててててててててててててて

創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創
ら
れ
た
「
会
」
で
す
。
正
規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規

社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社
員
で
な
く
て
も
入
れ
ま
す
。

「「「「「「「「「「「「「
憲
法
を
職
場
に
」
を
基
本
に
サ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

ビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビ
ス
残
業
の
根
絶
や
「
命
と
くくくくくくくくくくくくくくくくくくく

ららららららららららららららららららららららららら
し
を
守
る
」
活
動
を
し
て
いいいいいいいいいいいいい

まままままままままままままままままままままままま
す
。
会
紙
「
あ
す
な
ろ
」
の
創
刊刊刊刊刊刊刊刊刊刊刊刊刊刊刊刊刊刊刊刊刊刊

ははははははははははははははははははははは
一
九
八
六
年
八
月
。

会
の
略
称
は
「
Ｏ
Ａ
Ｋ
」
ででででででででででででででででででで

すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
。
あ
な
た
も
入
会
し
て
一
緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒

ににににににににににににににににににににに
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考
え
てててててててててててててて

みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
ま
せ
ん
か
。
情
報
提
供
も
おおおおおおおおおおおおおおおおおお

待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待
ち
し
て
い
ま
す
。

《
六
月
の
記
念
日
》

十
九
日

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
記
念
日

一
八
四
六
年
、
ア
メ
リ
カ
・

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
現
在
の
野
球

の
基
本
と
な
る
ル
ー
ル
で
試
合

が
行
わ
れ
、
近
代
野
球
が
誕
生

し
ま
し
た
。
日
本
で
は
じ
め
て

野
球
が
入
っ
て
き
た
の
は
一
八

七
三
（
明
治
五
）
年
で
す
。

明
治
の
俳
人
・
正
岡
子
規
は

自
分
の
幼
名
「
升
（
の
ぼ
る
）

を
「
野
球
（
の
ぼ
ー
る
）
」
と
称

し
た
ほ
ど
の
野
球
狂
。
東
京
ド
ー

ム
の
野
球
体
育
博
物
館
に
は
子

規
の
作
っ
た
日
本
で
は
じ
め
て

の
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
の
和
歌
が
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

《健康状態について》

「
梅
雨
」
の
季
節

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

シ
ト
シ
ト
と
降
り
続

く
雨
は
、
洗
濯
物
な

ど
を
預
か
る
主
婦
の
悩
み
で
す
が
、

農
作
物
に
と
っ
て
は
大
切
な
雨
。
今

回
は
「
梅
雨
」
で
連
想
す
る
も
の
を
、

取
り
上
げ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
▼

ま
ず
、
連
想
す
る
花
は
「
ア
ジ
サ
イ
」

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
「
ア
ジ
サ

イ
」
は
日
本
原
産
で
紫
陽
花
と
も
書

き
ま
す
が
、
名
前
の
意
味
は
「
あ
じ
」

は
集
ま
り
、
「
さ
い
」
は
真
藍
（
さ

さ

あ
い
・
藍
色
が
集
ま
っ
た
も
の
）
を

約
し
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
額
ア
ジ
サ
イ
」
が
ア
ジ
サ
イ
の
原

種
だ
そ
う
で
す
▼
も
う
一
つ
、
こ
の

季
節
に
手
放
せ
な
い
の
が
、
笠
（
傘
）

や
合
羽
（
か
っ
ぱ
）
。
笠
と
傘
、
ど

こ
が
違
う
と
思
い
ま
す
か
。
笠
は
冠

（
か
ぶ
）
り
物
。
傘
は
笠
に
長
柄
を

付
け
た
物
。
「
唐
」
（
中
国
）
か
ら

渡
来
し
た
も
の
で
、
唐
傘
（
か
ら
か

さ
）
と
も
呼
び
、
「
こ
う
も
り
傘
」

は
イ
ギ
リ
ス
が
発
祥
の
地
。
一
八
六

〇
年
（
江
戸
・
万
延
元
年
）
、
咸
臨

丸
で
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
木
村
摂
津

守
（
軍
艦
奉
行
）
が
持
ち
帰
っ
た
の

が
最
初
だ
そ
う
で
す
。
笠
は
和
製
、

傘
は
渡
来
物
も
違
い
の
一
つ
の
よ
う

で
す
▼
「
合
羽
」
も
渡
来
物
で
す
。

南
蛮
人
の
渡
来
に
よ
っ
て
日
本
に
も

た
ら
さ
れ
た
も
の
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

の
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ａ
か
ら
来
た
語
で
す
。
日

本
に
は
古
来
よ
り
蓑
（
み
の
）
と
い

う
雨
具
は
あ
り
ま
し
た
が
、
「
合
羽
」

が
武
家
の
間
で
流
行
し
、
現
在
の
コ
ー

ト
へ
と
変
化
し
て
き
た
そ
う
で
す
▼

一
句
紹
介
。

紫
陽
花
や
白
よ
り
い
で
し

浅
み
ど
り

渡
辺

水
巴

「
ア
ジ
サ
イ
」
の
見
ご
ろ
な
季
節
で

す
。
笠
や
傘
、
合
羽
を
携
え
、
近
く

の
あ
じ
さ
い
園
へ
出
か
け
て
見
ま
せ

ん
か
。

(

Ｍ
）

沖電気の在職死亡
者数は03年4月～07
年3月で60人になる

（OAK調べ）

日本の労働時間は

フランスやドイツ

と比較して年間で

４００時間も長い。
（２０００年・ＩＬＯ）

ドイツ ５．３

フランス ５．７

イタリア ４．２

スウエー デン １．９

フィンランド ４．５

イギリス １５．５

アメリカ ２０．０

日本 ２８．１

（各労動組合の発表より）

％



〇
三
年

労
働
基
準
法
改
定

〇
一
年

雇
用
対
策
法
改
定

九
九
年

労
働
者
派
遣
法

 
 
改
定

九
八
年

労
働
基
準
法
改
定

法
律
名

○ ○ ○ ○
自
民

○ ○ ○ ○
公
明

○ ○ ○ ○
民
主

× × × ×
共
産

× × ○ ○
社
民

　
有
期
雇
用
制
を

拡
大
。
裁
量
労
働
制

の
規
制
を
緩
和

　
雇
用
対
策
の
名
目

で
企
業
の
リ
ス
ト
ラ

を
支
援

　
製
造
業
の
四
分
野

を
除
き
派
遣
事
業
の

原
則
自
由
化

　
裁
量
、

変
形
労
働

時
間
の
拡
大
に
よ
る

長
時
間
労
働
の
容
認

主
な
内
容

標
高(

三
七
七
六
ｍ)

も

登
山
者
数
も
日
本
一

〇
六
年
に
富
士
山
に
登
っ
た

人
は
七
月
一
日
か
ら
八
月
中
だ

け
で
も
約
二
十
二
万
人
。
子
ど

も
か
ら
中
高
年
ま
で
幅
広
く
人

気
の
あ
る
山
で
、
四
つ
の
登
山

口
を
中
心
に
五
合
目
、
新
五
合

目
か
ら
約
五
時
間
（
御
殿
場
口

は
七
時
間
半
）
か
け
て
山
頂
を

目
指
し
、
登
山
者
の
列
が
続
き

ま
す
。
富
士
山
は
一
九
九
〇
年
に
ユ

ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
に
、
と
の

動
き
が
あ
り
ま
し
た
が
、
多
量

の
ゴ
ミ
と
、
し
尿
問
題
な
ど
の

理
由
か
ら
国
は
推
薦
を
見
送
り

ま
し
た
。
現
在
は
「
世
界
文
化

遺
産
」
に
登
録
し
よ
う
と
い
う

運
動
が
起
き
て
い
ま
す
。

大
企
業
は
五
期
連
続
の
増
収
増
益

労
働
者
の
生
活
は
悪
化

ど
ん
な
に
働
い
て
も
貧
困
か
ら

抜
け
出
せ
な
い
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
、

派
遣
労
働
者
な
ど
の
非
正
規
社
員

の
増
加
、
沖
電
気
を
は
じ
め
と
し

た
企
業
の
リ
ス
ト
ラ
・
首
切
り
の

横
行
。
裁
量
労
働
制
な
ど
に
よ
る

八
時
間
労
働
制
の
崩
壊
に
よ
る
長

時
間
過
密
労
働
・
・
・
。
そ
れ
ら

を
推
進
・
可
能
に
し
た
の
が
法
律

の
改
悪
に
よ
る
後
押
し
で
し
た
。

民
主
党
は
労
働
法
制
の
規
制
緩

和
ば
か
り
で
な
く
、
介
護
保
険
法
、

母
子
家
庭
の
扶
養
手
当
削
減
、
大

企
業
減
税
な
ど
に
賛
成
・
推
進
し

て
き
ま
し
た
。

２００７年 6月 第２２４号★ 「 あ す な ろ 」 募 金 に ご 協 力 く だ さ い ★

沖
電
気
の
経
営
悪
化
で

「
雇
用
延
長
」
が
取
り
消
し
？

【
沖
デ
ー
タ
】

先
日
沖
デ
ー
タ
の
関
連
会
社
の

デデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデ
ー
タ
ア
ズ
（
旧
金
谷
電
気
）
の

労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労
働
者
と
会
い
ま
し
た
。

デ
ー
タ
ア
ズ
で
は
、
定
年
を
迎

ええええええええええええええええええええええええええええええええええええ
た
人
達
を
「
雇
用
延
長
」
す
る

こここここここここここここここここここここここここ
と
に
し
て
い
た
そ
う
で
す
が
、

二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二
月
頃
そ
れ
が
取
り
消
さ
れ
た
と

のののののののののののののののののののののの
こ
と
。
す
で
に
「
雇
用
延
長
」

ででででででででででででででででででででででででででで
働
い
て
い
た
人
も
、
こ
れ
か
ら

定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定
年
を
迎
え
る
人
も
で
す
。
ど
う

ももももももももももももももももももももももももももももももももも
沖
電
気
の
赤
字
の
影
響
ら
し
い

のののののののののののののののののののののの
で
す
が
「
『
デ
ー
タ
ア
ズ
』
が

沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖
か
ら
『
転
進
』
し
て
来
る
人
達

のののののののののののののののののののののの
『
受
け
皿
』
に
で
も
な
る
の
か

なななななななななななななななななななななななななななななななななななな
ー
」
と
、
も
っ
ぱ
ら
の
噂
に
な
っ

ててててててててててててててててててててててててててて
い
る
そ
う
で
す
。

派
遣
社
員
の
頑
張
り
に
応
え
て

【
群
馬
】

「
非
正
規
雇
用
三
三
・
七
％
で

過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過
去
最
多
」
と
い
う
報
道
が
あ
り

ままままままままままままままままままままままままままままままままま
し
た
が
、
派
遣
労
働
者
の
人
た

ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち
は
将
来
に
不
安
を
感
じ
て
い
ま

すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
。
最
近
も
あ
る
職
場
で
、
派
遣

労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労
働
者
が
辞
め
ま
し
た
。
理
由
は

「
正
社
員
に
し
て
く
れ
る
よ
う
に

強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強
く
要
望
し
て
い
た
が
、
会
社
は

結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結
論
を
先
延
ば
し
に
し
て
い
た
」

とととととととととととととととととととととととととととととととととと
い
う
こ
と
ら
し
い
。
転
職
先
で

ははははははははははははははははははははははははははははは
正
社
員
と
し
て
採
用
さ
れ
た
と

いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
う
。
そ
の
人
が
い
な
く
な
っ
た

職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職
場
で
は
、
残
さ
れ
た
仕
事
を
分

担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担
し
た
人
達
が
大
変
な
よ
う
で
す
。

現
場
で
も
正
社
員
と
同
じ
仕
事

をををををををををををををををををををををををををををををををををを
派
遣
労
働
者
が
し
っ
か
り
こ
な

しししししししししししししししししししししししししししし
て
い
ま
す
。
中
に
は
技
術
が
要

求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求
さ
れ
る
作
業
を
し
て
い
る
人
も
。

ででででででででででででででででででででででででででで
も
「
こ
の
ま
ま
働
き
続
け
ら
れ

るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
の
か
い
つ
も
不
安
が
つ
き
ま
と

うううううううううううううううううううううううううううううううううううう
」
と
言
い
ま
す
。
会
社
の
た
め

に
も
正
社
員
と
し
て
採
用
し
た
方

が
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

沖
労
組
が
千
羽
鶴
で
必
勝
祈
願
？

【
東
京
】

間
近
に
迫
る
参
議
院
選
挙
、
沖

労
組
が
推
薦
す
る
民
主
党
候
補
者

の
必
勝
祈
願
の
た
め
、
千
羽
鶴
を

折
る
取
り
組
み
を
は
じ
め
ま
し
た
。

そ
の
た
め
の
折
り
紙
な
ど
の
材
料

が
職
場
の
支
部
委
員
に
下
ろ
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
千
羽
鶴
で
必
勝
祈

願
と
は
、
初
め
て
の
こ
と
と
思
い

ま
す
。
民
主
党
を
支
持
し
な
い
組

合
員
も
少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す

が
、
支
持
し
な
い
人
に
ま
で
鶴
を

折
ら
せ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
さ
す

が
に
強
制
だ
と
は
言
え
な
い
で
し
ょ

う
が
、
特
定
の
政
党
や
候
補
支
持

の
踏
み
絵
を
踏
ま
す
よ
う
な
や
り

方
は
い
か
が
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

思
わ
ず
新
入
社
員
が
ん
ば
れ
！

【
沖
シ
ス
テ
ム
セ
ン
タ
】

四
月
に
入
社
し
た
新
人
た
ち
の

姿
が
目
立
ち
ま
す
。
真
新
し
い
黒
っ

ぽ
い
ス
ー
ツ
と
靴
、
少
し
緊
張
し

た
表
情
の
中
に
あ
ど
け
な
さ
も
残

り
ま
す
。
そ
し
て
廊
下
で
も
食
堂

で
も
、
退
社
す
る
時
に
も
彼
ら
は

い
つ
も
群
れ
て
い
ま
す
。
見
か
け

た
と
き
は
思
わ
ず
「
が
ん
ば
れ
よ
」

と
一
声
か
け
た
く
な
り
ま
す
。

沖
電
気
お
よ
び
沖
電
気
関
連
企

業
で
は
新
人
の
職
場
配
属
を
六
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月

に
行
っ
た
と
こ
ろ
が
多
い
よ
う
でででででででででででででででででででででででででで

す
。
新
人
た
ち
が
社
会
人
と
し
てててててててててててててててててててててててててて

技
術
者
と
し
て
、
一
人
前
に
な
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

た
め
の
最
大
の
保
障
は
「
安
心
ししししししししししししししししししししししししししし

て
働
け
る
職
場
」
。
沖
電
気
が
計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計

画
し
て
い
る
無
謀
な
人
員
削
減
ははははははははははははははははははははははははははははは

新
人
た
ち
が
成
長
し
て
い
く
土
台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台

で
あ
る
職
場
の
破
壊
に
ほ
か
な
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

ま
せ
ん
。
新
人
の
成
長
を
保
障
でででででででででででででででででででででででででで

き
な
い
会
社
に
未
来
は
あ
り
ま
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

ん
。Ｊ

Ｉ
Ｔ(

ジ
ッ
ト)

導
入
か
ら

十
年
目

【
本
庄
】

新
機
種
の
生
産
ラ
イ
ン
の
ス
ペ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

ス
を
確
保
す
る
た
め
に
、
作
業
スススススススススススススススススススス

ペ
ー
ス
の
間
詰
が
行
わ
れ
、
五
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

％
削
減
さ
れ
ま
し
た
。

「
人
も
試
験
機
も
ギ
ュ
ウ
ギ
ュ
ゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥ

づ
め
で
、
暑
苦
し
い
よ
ね
」

「
測
定
器
も
減
っ
て
、
作
業
が
やややややややややややややややややややややややややややややややや

り
に
く
く
な
っ
た
よ
ね
」

「
ジ
ッ
ト
・
ジ
ッ
ト
と
騒
い
で
、

時
間
も
金
も
か
け
て
変
え
て
い
っっっっっっっっっっっっっっ

た
の
に
」
ま
た
か
、
と
の
声
。

有
無
を
言
わ
せ
な
い
や
り
方
は
、、、、、

不
評
を
か
っ
た
ジ
ッ
ト
導
入
時
ののののののののののののののののののののののの

手
法
の
ま
ま
。
「
ま
さ
か
同
じ
よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ

う
に
だ
れ
か
が
罵
声
を
浴
び
せ
掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
な
い
だ
ろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろ

う
ね
」
と
心
配
の
声
も
。

「
一
人
の
知
識
よ
り
も
十
人
の
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知

恵
を
」
は
、
唱
和
の
こ
と
だ
け
？

《
ジ
ッ
ト
》j

u
s
t
-
i
n
-
t
i
m
e
s
y
ss
ttttttttttttttttttttttttttt

e
m

＝
ジ
ャ
ス
ト
イ
ン
タ
イ
ム
方
式

生
産
時
の
無
駄
を
な
く
す
こ
と
に
よ
っっっっっっっっっっっっっっっ

て
、
必
要
な
と
き
に
必
要
な
だ
け
生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生

産
す
る
方
式
。
生
産
に
必
要
な
い
とととととととととととととととととととととととととととと

み
な
さ
れ
る
、
椅
子
な
ど
が
除
か
れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ

立
ち
作
業
化
な
ど
に
よ
る
、
労
働
負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負

担
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○はははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成 ××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××はははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対

富

士

山

働
く
者
の
法
律
を

「
政
党
」
は
ど
う
し
た
か

「
な
ぜ
山
に
登
る
の
か
」

有
名
な
登
山
家
ジ
ョ
ー
ジ
・

マ
ロ
リ
ー
氏
の
「
そ
こ
に
山
が

あ
る
か
ら
・
・
」
は
有
名
で
す

が
、
な
ぜ
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん

の
人
が
富
士
山
に
登
る
の
で
し
ょ

う
。「
自
分
が
登
れ
る
の
か
ど
う

か
、
試
し
た
か
っ
た
。
」
「
日

本
一
の
高
さ
は
最
高
の
眺
め
だ
っ

た
！
」
「
高
山
病
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
大
変
だ
っ
た｣

な
ど
感

想
も
さ
ま
ざ
ま
。
厳
し
く
、
つ

ら
い
条
件
の
中
を
登
り
き
っ
た

人
、
途
中
で
断
念
し
た
人
も
含

め
、
再
び
富
士
山
を
目
指
す
人

は
多
い
と
い
い
ま
す
。

富
士
山
を
始
め
、
山
登
り
に

は
日
常
生
活
で
は
手
に
入
れ
ら

れ
な
い
『
何
か
』
の
魅
力
が
あ

る
の
で
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
富
士
山
に
登
る
人
へ

★
夏
で
も
、
日
の
出
頃
は
山
頂

付
近
で
五
度
Ｃ
、
体
感
気
温
は

〇
度
Ｃ
と
真
冬
の
寒
さ
だ
と
い

い
ま
す
。

★
高
山
病
対
策
も
重
要
で
す
。

な
る
べ
く
ゆ
っ
く
り
登
る
、
携

帯
酸
素
を
持
っ
て
い
く
、
か
か
っ

て
し
ま
っ
た
ら
、
下
山
す
る
こ

と
を
考
え
る
、
な
ど
無
理
を

し
な
い
こ
と
で
す
。

☆
山
頂
の
富
士
山
頂
郵
便
局
で

は
「
登
山
証
明
書
」
と
「
富
士

山
登
頂
証
」
を
販
売
し
て
い
る

そ
う
で
す
。

7月１日山開き
登山シーズンは8月26日山じまいまで

民
主
党
は
労
働

者
の
味
方
な
の

で
す
か
？
？


